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［はじめに］
　教育・研究を目的とした大学附属機関である栄養クリニックは、一般市民に食生活や健康
に関する情報提供を行うだけなく、専門領域の機関や施設から講演や取材等の要請があれば、
大学での研究成果を社会に広く還元する学術・広報活動の一環として受け入れている。本年
度の主な活動と研究成果の学会発表の内容を以下に示す。
◆講演：平成28年度京都女子学園同窓会　藤陵会　大阪支部会総会
　日　　時：平成28年 7 月 3 日（日）　11：30～12：40
　場　　所：大阪リーガロイヤルホテル
　講　　師：副栄養クリニック長　木戸詔子
　参 加 者：75名（京都女子学園同窓会　藤陵会　大阪支部会員）
　配　　布：高齢者の食事レシピ集（栄養クリニック冊子）
　テ ー マ：美味しく食べて、健康長寿をめざそう！
講演内容：講演に先立ち、京都女子大学の近況について簡単に紹介を行った。日本人の平
均寿命と健康寿命、要介護状態の背景、ロコモティブシンドローム対策、骨粗
鬆症の原因と対策、認知症の実態と予防のための食生活、アンチエイジングの
ための食生活のポイントなどについてお話しした。
◆講演・実習：京都私立幼稚園協会東山・山科・地区別研修会
　（当栄養クリニックへの依頼は平成27年度に引き続き 2回目）
　日　　時：平成28年 9 月14日（水）　15：00～17：30
　場　　所：栄養クリニック　 2Ｆ
　主　　催：京都私立幼稚園協会（東山・山科・地区）
　講　　師：副栄養クリニック長　木戸詔子
◇学外学術・広報活動
講演の様子
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　参 加 者：22名（京都私立幼稚園協会所属　東山区・山科区　幼稚園教諭）
　テ ー マ：第 2回　食物アレルギーの子どもも安心できるクッキング
　　　　　　～食物アレルギーの現状、留意点～
講演内容：最近の乳幼児アレルギーの特徴、食事療法、主なアレルゲン食品の卵・牛乳・
小麦・大豆・ピーナッツ・魚・甲殻類・ごま・そばの留意点について解説した。
正しい知識をもち、耐性を獲得できるように専門家の指導下で食べられる工夫
をし、子どもたちが食べる楽しさを感じられるアレルギー対応食の大切さを伝
えた。
実習内容：安心して食べられるアレルギー対応（卵、牛乳、小麦）のおやつ 3品に挑戦。
（当栄養クリニック研修員 1名がボランティアとして参加）
［献立と料理のポイント］
さつまいもケーキ：園児たちが収穫する機会多い、さつまいもを使ってカップケーキを焼い
た。卵、小麦粉、バターを使わず、ココナッツミルクやタピオカ粉などを用いたさつまい
もケーキはとても美味しいと好評であった。この材料でお誕生日などでも使えるホール
ケーキの作り方も紹介した。
上新粉のもちもちお好み焼き：小麦粉や卵を使わずに、上新粉にだしを合わせ、山芋を加え
て粘りを出し、トッピングに豚肉、キャベツ、人参、青ねぎを使用し、ごま油で焼いた。
もちもち感が好評であった。
卵を使わない卵焼き：タラのすり身にかぼちゃパウダーを加えて卵色を出し、つなぎに冷め
ても老化しにくいタピオカ粉を使用した。卵巻きの要領で時間をかけ、しっかりと火を通
すことがポイント。卵を使ってないのに、見た目が本物の卵焼きのようで、高級な卵焼き
の味に参加者は驚いていた。
［感　　想］
　お弁当に彩を添える卵焼きを入れることができるので嬉しい。薄焼き卵の焼き方も教えて
いただいたので、卵の入ったお寿司もできるのでよかったです。
　（後日、研修会の講演および実習内容が、京都府私立幼稚園連盟　平成28年度研究紀要と
して投稿され、会員に配布された。）
アレルギー対応（鶏卵、牛乳、小麦）のおやつ 3品 卵を使わない卵焼きの調理の様子
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◆講座：認定NPO法人アレルギー支援ネットワーク　2016年度「アレルギー大学京都」講座
　日　　時：平成28年 9 月25日（日）　10：00～17：00
　場　　所：栄養クリニック　 3Ｆ
　学内講師：副栄養クリニック長　木戸詔子、栄養クリニック研究員　成田宏史
　参 加 者：30名（アレルギー大学　受講登録者）
　基礎・初級、栄養・調理コース、教育・医療コース講義として、食に関わる職場で働く専
門職、アレルギー患者・家族を対象に、アレルギーに関する知識と技術を身につける講座。
全国 6会場で基礎・初級、中、上級の講座が開かれ、延べ 4千名を超える受講生がいる。食
物アレルギーマイスターの資格授与制度有。当会場の受講生は30名であった。
　　　　午前の部　「食品学Ⅰ　アレルゲンの基本」
　　　　　　　　　京都女子大学家政学部食物栄養学科教授
　　　　　　　　　京都女子大学栄養クリニック研究員　
　　　　　　　　　農学博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成田　宏史
　　　　午後の部　「医学Ⅰ　食物アレルギーの臨床」
　　　　　　　　　医療法人社団田辺中央病院小児科医院　
　　　　　　　　　京都府立医科大学附属病院小児科アレルギー外来担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　久輝
　　　　　　　　　「栄養と献立Ⅰ　栄養と献立」
　　　　　　　　　京都女子大学名誉教授
　　　　　　　　　京都女子大学栄養クリニック　副クリニック長　
　　　　　　　　　管理栄養士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木戸　詔子
◆講演：平成28年度京都市児童福祉施設（保育園）給食関係者連絡会
　日　　時：平成28年10月21日（金）　14：00～15：50
　場　　所：栄養クリニック　 3Ｆ
　講　　師：副栄養クリニック長　木戸詔子
　参 加 者：85名（京都市の児童福祉施設　栄養士、調理師、保育士、管理栄養士）
　テ ー マ：子どもの味覚発達について
講演内容： 5源味のもつ生理的シグナル、新生児の味覚発達の変化、離乳食による味覚形
成、幼児期の味覚発達、味の刷り込み、偏食、味覚障害などについて分かりや
すく解説した後、美味しさの要因、美味しさと生理機能との関連や保育園年長
者を対象とする味覚教育の実例を紹介した。食育は生まれたときから間断のな
い継続した取り組みで、次世代に継続して実施すべきものであること、とりわ
け子どもの食育は大切で、家庭と保育園との連携を図り、毎日の給食の時間で
の食育の推進への取り組みの意義を強調した。
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［感　　想］
　子どもの味覚発達についての概念が今回、はっき
りとした形で捉えることができよかった。幼児期に
味覚を育てることの重要さに改めて気づかされ、現
場で活かされる情報が多くあり、有意義な会であっ
た。
◆講演：社会福祉法人済生会滋賀県病院　産婦人科、小児科　看護師・助産師の学習会
　日　　時：平成28年12月 6 日（火）　17：30～18：30
　場　　所：滋賀県栗東市　済生会滋賀県病院　産婦人科、小児科 6Ｆ東病棟
　講　　師：副栄養クリニック長　木戸詔子
　参 加 者：27名（済生会滋賀県病院　産婦人科、小児科　看護師・助産師・医師）
　テ ー マ：心とからだに影響を及ぼす、子どもの食の大切さ
講演内容：平成17年制定の「食育基本法」の骨子とその社会的背景について解説し、平成
23年策定「第 2次食育基本法計画」、平成28年策定「第 3次食育基本法計画」
の内容について紹介した。食は日常的な繰り返しで疎かになりがちであるが、
人や自然との関わりを育むこと、家庭での共食の重要性、乳児期の味覚形成、
妊産婦や産後の栄養上の留意点、幼児期の食習慣の基礎づくり、学童期の食習
慣の完成期など、大人がゆとりを持ち、感受性豊かに対応すること、将来を担
う子どもたちが社会に出て力強く生きていくための食育推進のために、食事の
楽しさを味わえる環境づくりの大切さを伝えた。
［感　　想］
　食育が具体的にどういうものなのか、よくわかり
ました。知らないことが沢山あり、有益な情報が得
られとても参考になりました。日々の食生活が子ど
もたちの心や体に大きな影響を及ぼすことに、改め
て実感することができました。医療の現場でもス
タッフのみんなと一緒に考え、できることから実践
していきたいと思います。
京都市児童福祉施設（保育園）給食関係者
連絡会での講演の様子
勤務後の職場での学習会の様子
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◆取材記事：京都リビング 担当：木戸詔子
掲載：京都リビング 9月10日号　48万部、北国（金沢）リビング10月 8 日号　15万部、播
磨（姫路・加古川）リビング10月29日号　25万部…合計88万部発行
「その調理法にも根拠あり！　科学を知ればもっと料理上手に」のタイトルで 1面
1ページ（下段参照）、「科学の技を使って調理にチャレンジ」のタイトルで 2面 1
ページに掲載（記事省略）。
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◆外部からの見学会 担当：木戸詔子
①稲和会　36名（昭和41年食物学科卒業生）
　日　時：平成28年 5 月19日（木）　12：30～15：00
内　容：大学を卒業して50年、クラス会20回を記念して、建学館や栄養クリニックを見学。
当クリニックでは、大学の近況の報告と「骨粗鬆症と認知症の予防・改善のため
の食生活」の講演（ 1時間）を行った。
②中原会　16名（昭和32年短食卒業生）
日　時：平成28年 6 月23日（木）　10：40～12：00
内　容：クラス会26回を迎え、80歳を記念
して栄養クリニックと錦華殿を見
学。栄養クリニックを見学した後、
大学の近況と今の食物栄養学科の
学生たちの勉学の様子を伝え、質
疑応答があった。楠木事務局長も
一部参加された。
③岡山県岡山操山中学生　 3名
　日　時：平成28年 8 月 5 日（金）　14：30～15：40
内　容：担任教諭より事前に連絡を受け、食の研究に取り組んでいる生徒からの質問に応
えた。下記 7項目の質問を受け、解説を行った。
①血圧を下げる食べ物　②栄養クリニックでの食生活改善についての栄養相
談では具体的にどのようにアドバイスしているか　③消化をよくする食べ
方・調理法について　④和食に塩分が多いのは何故か　⑤食塩過剰による高
血圧の予防法　⑥漬物の塩分を減らす方法　⑦京野菜の栄養について
その他に、持参した生徒考案の「和食献立」についてもコメントした。後日、中
学校で研究成果が公表される予定とのことである。
また、当日は栄養クリニックの施設見学も行った。
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④オープンキャンパス98名（高校生および保護者）
　日　時：平成28年 8 月 5 日（金）　11：00～15：30（ 1 グループ30分× 4回）
　配　布：リーフレット「栄養クリニックとは」、活動報告書、栄養クリニック作製の冊子
8冊（希望者のみ）
　内　容：キャンパスツアーの最後に30分の栄養クリニック見学会を行った。当栄養クリ
ニックの見学後にアンケートを実施した（ 2～ 4回目のグループにて実施）。保
護者を含む33名中、26名（79％）からアンケートを回収した。
［アンケートまとめ］
・ 8割が近畿からの参加であったが、鹿児島などの遠方の方もいた。
・高校 2年生38%、 1年生23%、 3年生19％で、本学第一志望が35%であった。
・栄養クリニックの存在を知っていたのは 1名だけであった。
・当クリニックを見学後、入学したい気持ちが強くなったは、20名（77%）を占めた。
［栄養クリニック見学の感想（抜粋）］
　健康についての学びを深めていくことができ、実践を平行して学べることが魅力的。本格
的な測定機器が揃っていて、この環境で勉強できるのが素敵だと思った。管理栄養士実務に
直接関わる教育・活動をしている。管理栄養士の役割が分かった。栄養の知識だけでなく、
その知識を伝える力やコミュニケーション力の大切さに気付かされた。とても興味がわき、
入学したくなった。地域の人との関わり、コミュニケーション力が栄養学に加えて学ぶこと
ができることがとてもよいと思う。市民に寄り添った地域型の大学だと感じた。将来のこと
を考えるのにすごくいい知識を増やすことができた。
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学会発表：第63回日本栄養改善学会学術総会　示説発表
　日　時：平成28年 9 月 7 日（水）～ 9日（金）
　会　場：リンクステーションホール青森
　大学地域連携事業の一環である、「高齢者の骨を守るための栄養ケア対策（p. 34参照）」
で集まったデータをもとに解析を行い、第63回日本栄養改善学会で演題 2題にまとめ、示説
発表を行った。
［要　　旨］
演題 1 ：身長低下を取り入れた老人福祉センターにおける骨粗鬆症検診の試み
〇中村智子1）　木戸詔子1）　日野千恵子1）　原　稚紗1）　太田淳子1， 3）　山口友貴絵1， 4）
　田中　清1， 2）　宮脇尚志1， 2）
1 ）京都女子大学栄養クリニック　 2）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科
3）神戸学院大学　栄養学部　 4）学校法人大和学園　京都栄養医療専門学校
【目的】骨粗鬆症検診受診率は全国的に非常に低い。そこで今回老人福祉センターに出張し
て検診を行うことにより、啓発を行い、検診のあり方の検討や身長低下と日常生活・
食習慣との関連を調査した。
【方法】京都市内の老人福祉センター17カ所にて、495名の市民に対し、身体計測・体組成
測定・身長低下の聞き取り・踵骨超音波測定（QUS）・食事および日常生活活動に関
するアンケートを行った。参加者はほとんど女性であったため、女性454名の結果を
報告する。椎体骨折は非常に頻度が高く、それが存在すれば骨密度と関係なく骨粗鬆
症と診断されるが、今回はＸ線写真を撮っていない。最近我々は、身長低下は非常に
敏感に椎体骨折を予測し、 4 cmが妥当なカットオフ値であることを示したので、身
長低下 4 cm以上を椎体骨折が強く疑われる群とした。
【結果】対象女性の年齢は72. 4±6. 6歳、身長152. 1±5. 7cm、体重50. 9±7. 7kg、BMI 22. 0±
3. 0kg/m2であった。QUSのＴ値（対若年成人平均）69. 5±10. 5%、Ｚ値（対同年齢
平均）96. 7±18. 2％で、年齢相応であった。身長低下 4 cm以上群で骨折経験ありと
答えたのは23. 6％であり、ほとんどの対象者が自覚しておらず、身長低下 4 cm以上
者のうち、Ｔ値が70％未満であったのは63. 3％にとどまった。身長低下 4 cm以上群
では、主成分分析により求めた日常生活総合得点、食事に関するアンケート結果の主
成分分析による得点のうち、肉魚因子が低かった。
【考察】骨粗鬆症検診においてQUSは広く用いられ、
骨粗鬆症に関する啓発活動目的には意義がある
と思われるが、椎体骨折が存在し、確実に骨粗
鬆症と診断される可能性が高い身長低下 4 cm
以上の群においても、T値70％未満者は多数存
在し、QUSのみでの検診は問題があると考え
られた。身長低下者では日常生活得点が低く、椎体骨折によるADL低下の反映と考
えられ、予備的結果ではあるが、良質のたんぱく摂取の必要性が示唆された。
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演題 2 ：老人福祉センターにおける下肢筋力測定を取り入れたサルコペニア検診の試み
〇日野千恵子1）　木戸詔子1）　中村智子1）　原　稚紗1）　太田淳子1， 3）　山口友貴絵1， 4）　
　田中　清1， 2）　宮脇尚志1， 2）
1 ）京都女子大学栄養クリニック　 2）京都女子大学　家政学部　食物栄養学科
3）神戸学院大学　栄養学部　 4）学校法人大和学園　京都栄養医療専門学校
【目的】高齢者の筋肉量減少・筋力低下であるサルコペニアは、日常生活動作低下とそれに
よるさらなる筋肉量減少という悪循環を招き、死亡率・種々の疾患罹患・転倒などの
重大な危険因子である。筋力評価には、従来簡便性のため握力が用いられることが多
かったが、握力は加齢変化がそれほど大きくなく、転倒に直結するものではないので、
サルコペニアのスクリーニングにおける下肢筋力評価の意義を検討した。
【対象と方法】京都市内の老人福祉センター17カ所にて、495名の市民に対し、身体計測・
体組成測定・身長低下の聞き取り・ロコモスキャンによる下肢筋力測定（簡便に大腿
四頭筋筋力を測定する機器）・踵骨超音波測定（QUS）・食事および日常生活活動に
関するアンケートを行った。参加者はほとんど女性であり、女性454名の結果を報告
する。なおサルコペニアの診断基準においては、まず歩行速度0. 8m/秒にて判別され
るが、今回の調査施設は歩行速度が測定できる環境ではなかった。しかし以前の検討
において、下肢筋力は歩行速度0. 8m/秒をよく予測でき、そのカットオフ値として、
3. 65N/kgが適当という結果を得ているので、この値を用いた。
【結果】対象女性の年齢は72. 4±6. 6歳、身長152. 1±5. 7cm、体重50. 9±7. 7kg、BMI 22. 0
±3. 0kg/m2、体脂肪率33. 5±4. 4%、骨格筋率22. 6±2. 4%、左右の下肢筋力平均は
275. 9±90. 5Ｎであった。下肢筋力3. 65N/kg未満群においては、主成分分析により求
めた日常生活総合得点が有意に低く、下肢筋力3. 65N/kg以上に対するロジスティッ
ク回帰分析の結果、年齢が高いことは負、運動習慣があることは正に寄与した。
【考察】下肢筋力低下は日常生活動作低下と関連しており、簡便な下肢筋力の測定機器が利
用可能となったことから、今後サルコペニアのスクリーニングにおける下肢筋力測定
の意義が示唆された。
 （日野千恵子、中村智子）
栄養クリニックからの参加者
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